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― ご あ い さ つ ― 

院長 遠藤
えんどう

 秀彦
ひでひこ

 

  

日頃より大変お世話になっていることに対し感謝申し上げます。 

記録的な猛暑、集中豪雨、土砂崩れ、地震・噴火等々の報道が後を絶たず地球全体規模で大きな変

動が起きているような気がしてなりません。 

さて、わが国では少子高齢化が急速に進みいわゆる 2025 年問題はもうすぐそこまで来ており、そ

の 10 年以上先を走っているのが岩手県であります。現在、昨年 6 月に制定された「地域医療介護総

合確保推進法」の下、「地域医療構想」の策定が全国で進められております。これは高齢社会にどのよ

うにして対応していくのか、10～20 年後の人口動態・医療介護需要を見定めて医療介護提供体制の

将来設計をしようというものです。この「地域医療構想」は医療体制の適正化・再編を目的にしてお

り、地域の病床を高度急性期・急性期・回復期・慢性期に分けてそれぞれの必要数を割り出して決め

ていくことになります。この策定に当たっては「地域包括ケア」もキーワードであり、地域医療・介

護を推進するには不可欠なものになっています。当地域では他地域に先駆けて病診・病病・医科歯科・

病薬連携が進んでおり、今後もこれまで培った連携を住民・行政と一緒になって発展させることとが

大切です。まさに地域力・現場力・連携力が試されることになります。 

「harmony」をお読みいただいた皆様には医療連携に関してご忌憚のないご意見をいただけるよう

にお願い申し上げましてご挨拶といたします。 

 

 

 

第 1 回「照井榮」の巻 

 

このコーナーでは、中部病院内のいつ

もはなんとなく見過ごしている「こん

なところがあったんだぁ」をピックア

ップして紹介します。 

 
 

Photo No.1 

【なまえ】「立体彫刻」 

【所在地】正面玄関風除室 

 

 昭和７年いまの北上市和賀町に生まれた照井

榮は、昭和 30 年彫刻家を志して上京、以来今日

まで、石彫、それも機械を使わない直彫りにこだ

わり、東北人らしい粘り強さで重く冷たい素材で

ある石と向き合い、着実な創作活動を繰り広げて

きた。(岩手県立美術館ホームページより)  

中部病院内レストランの入り口にも照井榮の

作品がいくつか並んでいます。たまには足を止め

て鑑賞してみてはいかがでしょうか？ 
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ユ マ ニ チ ュ ー ド 

優 し さ を 伝 え る ケ ア 技 術 

今年度第 1 回目の地域医療研究会は、世界で注目されている認知症

ケアの新しいメソッド「ユマニチュード」の考案者イヴ・ジネスト先生

と、日本の先駆者である本田美和子先生をお迎えしての特別講演会を開

催しました。 

「見る」「話す」「触れる」「立つ」を 4 つの柱とし、あなたは大切な

存在であるということを伝え、人間らしさを取り戻す魔法のような技

術。当日は、中部病院開院以来最多の 200 名を超える参加者。「感動

しました」「明日から職場で実践したい」「日々のケアを振り返るいい機

会になった」との声が多くありました。新しい発見を持ち帰り、日々の

業務や日常生活に活かしているのではないでしょうか。 

次回の地域医療研究会は、例年と同様に事例発表会として年明けに企

画いたします。ふるってご参加いただけますようよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

６月２５日(木)に、治療内容や副作用モニタリングなどの情報を

病院と保険薬局が共有し、充実した医療に結びつけることを目的と

して「中部病院病薬連携研修会」を開催しました。 

 薬剤科からの病薬連携アンケート結果・連携ツール報告に続き、

当院呼吸器外科長 那須元一先生より「肺がんについて～病薬連携

のお願い～」と題し、外来化学療法の基本的な治療法から地域連携

の重要性まで詳しくご講演いただきました。講演後のアンケートで

は、ほとんどの参加者が有意義だったとの回答であり、「普段なか

なか聞けない話を聞けた、参加してよかった」などの感想がありま

した。これからは、病院と保険薬局が情報を共有し切れ目のない薬

物療法を実施していくことが求められています。当院でも地域医療

連携の一環として「病薬連携」を推進して行きますので、ご協力を

お願いします。 
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こんにちは。仙台ペインクリニックに所属して

いる麻酔・ペインクリニック専門医の千葉知史で

す。今日は中部病院ペインクリニック外来の紹介

をします。 

旧県立北上病院の時代から、外来を開かせてい

ただいておりますが、昨年の増築工事により、専

用の診察室・処置室が完成しました。13 床の処

置ベッドがあるとても明るい場所です。このきれ

いな外来を使って神経ブロックを中心とした痛み

治療を行っています。外来日は火曜日(担当:渡邉秀

和）、木・金曜日(担当:千葉知史)で、が診察を担当

しています。非常勤ということで、外来通院での

治療が中心となり、入院での治療はなかなか難し

いのですが、緩和医療科や外科・整形外科の先生

方に入院をお願いして加療にあたる場合もありま

す。 

す。また、患者さんによっては、仙台までお越し

いただいて仙台ペインクリニックに入院して加療

を行ったこともあります。対象疾患は、痛みを伴

う疾患ほとんどとなりますが、腰下肢痛、膝痛、

頸肩腕痛や帯状疱疹、がん性痛症例などが多くな

っています。また、アレルギー疾患や多汗症など

も神経ブロック治療が効くことがありますので、

ご紹介いただきたいと考えています。今後とも中

部病院ペインクリニック外来をよろしくお願いい

たします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
中部病院では 7 つの分野でボランティア活動

が行われています。このコーナーでは号替わり

で各ボランティアグループをご紹介します。 

総合受付横にあるがん情報サ

ロン「虹」。ここでは図書やイン

ターネット利用しての情報提

供、がんに関するパンフレット

を配布している他、サロンのボ

ランティアさんによる病気に関

する相談対応(傾聴)を行ってい

ます。また、毎月第 3 水曜日に

は「茶話会」を開催中。かかっ

ている病院にかかわらずどなた

でもご参加いただけます。               

 

 

◆◇◆ 「がんピアサポーター養成講座」開催 ◆◇◆・◆◇◆・◆◇◆・◆◇◆ 

ピアとは「仲間」という意味。「がんピアサポート」は、がんを体験した人やその家族など 

が仲間(ピア)として「体験を共有しともに考える」ことで支援することです。 

【養成講座】 日時：平成 27 年 9 月 5 日(土)・6 日(日)、平成 28 年 2 月 20 日(土)・21 日(日) 

【公開講座】 日時：9 月 6 日(日)14：30～  会場は養成講座・公開講座ともに中部病院 

『婦人科がん予防・治療への最前線』 岩手医科大学医学部産婦人科学教室教授 杉山 徹 先生 

【お問い合わせ】 ﾍﾟｲｼｪﾝﾄｱｸﾃｨﾌﾞびわの会事務局(高橋) TEL/FAX:0197-64-0008 E-mail:ｑｑku8sz9＠ｃrux.ocn.ne.jp  

     〈主催〉いわてぴあサポーター養成講座実行委員会・ペイシェントアクティブびわの会 

 

受付・案内 ／ 花壇 ／ 読み聞かせ 

がん情報サロン「虹」 

生け花 ／ おでんせの会菜園 ／ 緩和ケア病棟 
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地域医療福祉連携室からのお願い 

◇当院は予約制です◇ 基本的に外来診療は予約制とさせていただいております。 

患者さんが予約なしに紹介状をお持ちいただいた場合、長時間お待たせしたり、外来の状況

によっては予約を取り直して後日来院いただくこともありますので、お手数をおかけしますが、

緊急の方以外はＦＡＸで事前予約のお申込をいただくようご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

岩手県立中部病院 地域医療福祉連携室 
〒024‐8507 岩手県北上市村崎野 17 地割 10 番地   

ＴＥＬ 0197‐71‐1511 ＦＡＸ0197‐71‐1881（地域連携室専用） 

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｈｕｂｕ－ｈｐ．ｃｏｍ／（平成 27 年 8 月） 

 

 

 

 

4 月より乳がんの地域連携クリニカルパスの運用が始まりま

した。診療の標準化や予定が可視化されることはもちろん、地

域の医療を守るという重要な役割も担っている地域連携パス。

現在当院では下記の地域連携パスが稼働しています。  

「胃・大腸がん」「乳がん」 

「急性心筋梗塞」地域連携パス 

 

 

 

 

 

「わたしのカルテ」を使用して運用する病院

と診療所を結ぶ循環型パス。日頃の診療はか

かりつけの先生。節目の月には中部病院で検

査や診察。 

 

胃・大腸がん 
手術から概ね 5 年間併診

の運用。 

乳がん 
手術から概ね 1 年後から

10 年間併診の運用。 

急性心筋梗塞 
発症から 1 年後の心臓カ

テーテル検査までの運用。 

「脳卒中」・「大腿骨頚部骨折」地域連携パス 

 

 

 

 

 

 

急性期を乗り切った後、リハビリを行う病院へ移行でき

るように作られた病院同士の連携バス。 

急性期病院        

 

地域包括ｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ形成支援ｼｽﾃﾑ

(県が設置)を利用した運用。 

連携病院：北上済生会病院・総合花巻病院・南昌病院・

いわてﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ・東八幡平病院・荻野病院・町立

西和賀さわうち病院・栃内第二病院・川久保病院 

脳卒中・脳梗塞 

紙面及び FAX を利用しての運

用。術後 12 日前後で転院。 

連携病院：北上済生会病院・総合花巻病院・町立西和賀

さわうち病院・川久保病院 

大腿骨頚部骨折 

 
回復期リハビリ病院 

 

病 院 医院・ｸﾘﾆｯｸ 
 

 

 

 


